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『
代
々
受
け
継
い
で
き
た

　
　
　
　
農
地
を
基
盤
に
』

　
　 

栗
駒
稲
屋
敷

　
　   

髙
橋
研
二
さ
ん
御
一
家

　

研
二
さ
ん
は
、
妻
の
さ
と
み
さ
ん
、

娘
の
麻
依
さ
ん
、
娘
婿
の
雅
弥
さ
ん
、

孫
の
蒼
結（
あ
お
い
）ち
ゃ
ん
、  

耀（
よ
う
）

く
ん
、
父
の
利
郎
さ
ん
、
母
の
な
み
子

さ
ん
の
４
世
代
８
人
家
族
で
す
。

　

水
田
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
及
び
繁
殖
牛
30

頭
と
肥
育
40
頭
規
模
に
よ
る
和
牛
飼
育

の
一
貫
経
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
代

々
受
け
継
い
で
き
た
農
地
を
基
盤
に
、

父
が
始
め
た
和
牛
肥
育
に
加
え
、
安
定

経
営
を
目
指
し
て
10
年
前
か
ら
和
牛
繁

殖
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。「
特
に
こ
こ

一
年
で
農
産
業
の
環
境
悪
化
は
底
知
れ

な
い
状
況
で
す
が
、
自
給
飼
料
の
活
用

や
受
精
卵
移
植
、
畜
舎
と
機
械
整
備
の

充
実
を
図
り
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ

せ
な
が
ら
、
家
族
や
地
域
の
仲
間
と
協

力
し
て
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

  （
取
材　

菅
原　

勝
宏
委
員
）

令和５年１月１日号

● 農業委員会活動報告
　■ 農地パトロールの実施……………２
　■ 耕作放棄地復元モデル事業………３
● 農業委員会からのお知らせ
　■ 令和５年農作業標準賃金表………４
　■ 農地の賃借料情報…………………５
　■ 農業者年金加入者インタビュー…７
● 地域農業情報
　■ 農業したいまち栗原………………８
　■ み～つけた！………………………８



くりはらし農業委員会だより 2くりはらし農業委員会だより 2

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、栗原市農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（42）1239

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申し

上
げ
ます

　
　
輝
かし
い一
年
と
なり

ます
よう

心より

お
祈り

申し

上
げ
ます
　

　

農
業
委
員
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
わ

り
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
、
病
魔
に
よ
り
急
逝
さ
れ
た
前
会
長
鈴
木
康
則
氏
の
後
任
と
し
て
、

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
浅
学
菲
才
の
身
を
顧
み
ず
任
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
９
年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
的
流

行
を
も
た
ら
し
非
日
常
的
な
暮
ら
し
は
人
と
の
関
り
が
希
薄
に
な
る
と
共
に
未
だ

経
験
の
無
い
生
活
環
境
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
農
業
の
生
産
環
境
は
食
糧
需
給
の
変
化
、
米
価
の
低
迷
に
加
え
生
産
資
材
の
価

格
高
騰
を
招
き
厳
し
い
現
況
化
に
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
私
た
ち
農
村
を
取
り
囲
む
状
況
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

が
顕
在
化
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
は
鳥

獣
被
害
を
招
き
農
地
の
荒
廃
化
に
繫
が
り
健
全
な
農
業
経
営
に
大
き
く
の
し
か
か

る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
で
、
農
業
の

持
続
的
発
展
、
所
得
の
増
大
を
図
る
為
、
法
定
化
さ
れ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
地
域
計
画
に
積
極
的
に
参
画
し
、
新
た
な
農
地
利
用
の
最
適
化
に
行
政
、
関

係
機
関
と一
体
と
な
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

道
半
ば
で
急
逝
さ
れ
た
前
鈴
木
康
則
会
長
が
目
指
し
た
「
か
け
が
え
の
な
い
農

地
と
担
い
手
を
守
り
、
力
強
い
農
業
を
つ
く
る
架
け
橋
」
の
理
念
を
大
切
に
、
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
事
業
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
現
下
の
厳
し
い
生
活
環
境
を

乗
り
越
え
る
こ
と
を
祈
念
し
年
頭
に
あ
た
り
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　 

会 

長
　
吉よ
し

　
田だ

　
優ま
さ

　
俊と
し

新
年
の
ご
挨
拶

　

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
農
地
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
や
農
地
の
違
反

転
用
の
発
生
防
止
の
た
め
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
事
務

局
職
員
等
が
毎
年
市
内
農
地
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。　

　

調
査
の
結
果
、
作
付
け
さ
れ
て
お
ら

ず
、
遊
休
農
地
の
恐
れ
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
農
地
の
所
有
者
に
対
し
、

『
農
地
利
用
意
向
調
査
』
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
農
地
中
間
管
理

機
構
に
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
た

場
合
は
、
機
構
へ
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。　

　

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、
背
丈
の
高
い
雑
草
、
雑
木
が

発
生
し
て
い
る
農
地
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
管
理
さ
れ
ず
荒
れ
て

し
ま
っ
た
農
地
は
、
病
害
虫
の
発

生
や
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
家
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
近
隣
農
地
や
周

辺
住
民
に
大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま

す
の
で
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

•

農
地
と
し
て
の
利
用
が
難
し
い

　

•

今
後
の
維
持
管
理
が
不
安

　

•

す
で
に
原
野
化
・
山
林
化
し
て
お

　
　

り
、
農
地
の
復
元
が
困
難
で
あ
る

　
　

･･･　

な
ど

　

農
地
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
お
近

く
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

  

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
!

　　
　

７
月
〜
９
月
／
栗
原
市
全
域
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239

　

荒
廃
農
地
は
年
々
増
え
続
け
、
山
間

地
の
ほ
場
条
件
の
悪
い
場
所
に
集
中
し
、

有
害
鳥
獣
の
住
み
か
と
な
り
、
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
第
３
区（
栗
駒
・
鶯
沢
・
花
山
）

は
、
栗
駒
嶺
崎
地
区
に
お
い
て
、
背
丈

ほ
ど
の
カ
ヤ
、
柳
が
生
い
茂
る
田
の
復

元
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
（
ハ
ン
マ
ー

モ
ア
）
や
草
刈
り
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
等

で
大
が
か
り
な
作
業
を
実
施
し
た
結
果
、

き
れ
い
な
復
元
田
に
な
り
、
委
員
全
員

が
モ
デ
ル
事
業
の
達
成
に
ひ
と
安
心
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
協
力
し
荒

廃
農
地
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

  
耕
作
放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

　　
　

11
月
８
日
、
９
日
、
11
日
／
栗
原
市
内

農
業
委
員

　
狩 

野
　
善 

典

復元作業の様子

▲作業前

令和 4 年度耕作放棄地復元モデル事業実績
実施月日 実 施 場 所 実施面積

第 1 区 11月9日（水）  高清水新桂葉 1,092平方メートル

第 2 区 11月８日（火）  若柳武鎗字磯田沢 5,192平方メートル

第 3 区 11月11日（金）  栗駒嶺崎小堰 2,525平方メートル

計 8,809平方メートル

※第１区　築館・一迫・高清水・瀬峰
　第２区　若柳・金成・志波姫▲作業後

▲作業中

　

農
地
利
用
の
最
適
化
実
践
活
動
の
事

例
や
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
情
報
提

供
活
動
等
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
き
ま

し
た
。
私
自
身
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た

研
修
会
は
初
め
て
で
新
鮮
で
あ
り
、
遠

隔
を
感
じ
さ
せ
な
い
研
修
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
と
農
地
中
間
管

理
機
構
の
連
携
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
ま
し
た
が
、
農
地
の
出
し
手
・
受
け

手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
を
行
う
と
の
説

明
の
中
で
、
わ
が
地
域
で
も
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
な
ど
か
ら
、
出
し
手
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
難
題
で
あ
る

と
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。
条
件
の
悪
い

農
地
か
ら
荒
廃
し
て
い
く
現
状
を
踏
ま

え
る
と
、
今
後
ど
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
ン

グ
を
展
開
し
て
い
く
の
か
が
更
な
る
課

題
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
研
修
会
に
参
加

し
、
解
決
の
糸
口
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

市
町
村
農
業
委
員
・

 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

 

　
　
　
　
　
　
　  

研
修
会

　　
９
月
１
日
／
名
取
市
文
化
会
館

農
業
委
員

　
髙
　
橋
　
　
寛

  ■『若柳地区担当』一部変更のお知らせ

農　業　委　員
岩　淵　敬　一 三田鳥、下在、北浦、中町
鈴　木　和　子 かけ、米ヶ浦一、米ヶ浦二、多賀、大畑、峯、内谷川

農地利用最適化
推進委員

佐々木　　　剛 新山、上町、南大通、下町一、下町二、八木、川原、
南二又、大目、新田

鈴　木　　　伸 有賀、上在、町舘

佐々木　貞一郎 新町一、新町二、大袋、荒町、並柳、十文字、我門、北二股、
福岡、元町一、元町二、元町三、片町一、片町二

佐々木　　　進 大林一、大林二
※変更箇所・・・緑色の地域
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作　業　名 作 業 種 別 作業単位 ほ　場
区画等

標 準 賃 金
( 消費税込み )

作 業 内 容 等

堆肥運搬散布 マニアスプレッター １０ａ ─ 4,500 円 積込含む ( １ｔ散布の場合 )

機械肥料散布 ブロードキャスター １０ａ ─ 1,400 円

肥料・薬剤散布
背 負 式 動 噴 １０ａ ─ 880 円 ホース散布・追肥散布

ド ロ ー ン １０ａ ─ 1,400 円 ※未整理地及び障害物のある農
　地は増額の場合あり

薬 剤 散 布 セ ッ ト 動 噴 １０ａ ─ 1,300 円 補助員 1 名含む

耕 起 ト ラ ク タ ー １０ａ

50a 未満 6,300 円 ※排ガス規制対応は増額の場合
　あり50a 以上 6,000 円

─ 10,200 円 春・秋セット耕起料金
※排ガス規制対応は増額の場合あり

代 か き ト ラ ク タ ー １０ａ
50a 未満 7,000 円

田植が出来る状態まで
50a 以上 6,300 円

田 植 え

機 械 植 １０ａ
50a 未満 6,300 円

植付のみ（苗含まず）
50a 以上 6,000 円

側 条 施 肥
機 械 植 １０ａ

50a 未満 7,800 円
植付のみ（苗・肥料含まず）

50a 以上 7,000 円
直　播（湛水） 10a

種籾なし ─ 6,100 円 代かき済ほ場であること
種籾、鉄コーティング含まず

苗 代 　 　 １箱 ─ 750 円 苗運搬含まず

稲 刈 り コ ン バ イ ン
（ 刈 放 し ） １０ａ

10a 区画 17,600 円
籾運搬含まず
※排ガス規制対応は増額の場合あり30a 区画 16,600 円

50a 区画以上 15,600 円

乾 燥 調 製
乾 燥 ６０㎏ ─ 980 円 生籾

調 製 ６０㎏ ─ 650 円 籾摺り

色 彩 選 別 ６０㎏ ─ 700 円
畦 畔 塗 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 40 円 片側の盛土

溝 切 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 5 円

草 刈 り
ディスクモア １０ａ ─ 3,100 円 刈放し

フレールモア １０ａ ─ 4,200 円 細断

わら・牧草収集 ジャイロレーキ １０ａ ─ 1,900 円

わ ら・ 牧 草
　 梱　 包 　  

ロールベーラー １０ａ ─ 5,100 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価 1,020 円（１ｍ×１ｍ）

ヘ イ ベ ー ラ ー １０ａ ─ 5,200 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価210円 （10ａ当り25個）

ラ ッ ピ ン グ ベールラッパー １個 ─ 1,200 円 １ｍ×１ｍ

畦 畔 草 刈
草 刈 機 １時間 ─ 1,600 円
自走畦畔草刈機 １時間 ─ 2,800 円

賃 金
普 通 作 業 １日 ─ 8,500 円

実働 8 時間
オペレーター作業 １日 ─ 12,800 円

問い合わせ　栗原市農業委員会事務局
　　　　　　☎ （42）１２３９

令和5年（2023年） 栗原市農作業標準賃金表

栗 原 市 農 業 委 員 会

　令和５年（2023年）の農作業標準料金並びに労働賃金の標準額について、関係者及び関係団体と協議
し、下記のとおり設定しました。農作業の受委託をされる際の、お互いの目安としてご利用ください。

※ 賃金の普通作業、オペレーター作業は消費税の対象にはなりません。
※ この表は、目安となる「標準的な額」を定めたものです。実際の作業料金を決める場合は、地域の実情やほ場の条
　 件等（未整理地、湿田、山間地、作業内容等）に合わせて、委託者と受託者で話し合いの上、決めてください。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239

農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ
３年に１回届出が必要になります
対象者は期限までに届出ください

贈与税の納税猶予
築館税務署

農業経営を行って
いる等の証明

届出書が送付
（１月末頃）

不動産取得税の徴収猶予
北部県税事務所

届出書を提出
（３月15日迄）

各総合支所
市民サービス課
産業建設係で、
証明書を発行します。

【提出先】
贈与税
　 →築館税務署へ
不動産取得税
　 →北部県税事務所へ

　令和３年１２月から令和４年１１月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準
（１０アールあたり）は、下記のとおりです。
　今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

地  区  名 平　　　　均 最　　　　高 最　　　　低 デ ー タ 件 数
金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 6,600 円 57kg 12,200 円 110kg 2,000 円 19kg 36 件 162 件

若 　 柳 14,200 円 52kg 20,000 円 90kg 6,500 円 23kg 813 件 103 件

栗 　 駒 9,400 円 49kg 21,000 円 61kg 1,300 円 10kg 322 件 378 件

高 清 水 6,500 円 57kg 9,000 円 120kg 6,100 円 17kg 7 件 119 件

一 　 迫 9,300 円 53kg 17,000 円 90kg 1,700 円 11kg 393 件 176 件

瀬 　 峰 10,500 円 33kg 18,000 円 86kg 3,800 円 13kg 328 件 67 件

鶯 　 沢 7,900 円 50kg 13,300 円 63kg 4,400 円 17kg 81 件 56 件

金 　 成 16,200 円 57kg 20,000 円 115kg 3,000 円 30kg 191 件 650 件

志 波 姫 11,000 円 57kg 20,000 円 90kg 8,000 円 23kg 210 件 203 件

花 　 山 2,700 円 32kg 5,100 円 52kg 2,000 円 24kg 8 件 52 件

栗 原 市 11,700 円 53kg 2,389 件 1,966 件

栗原市の農地の賃借料情報

※特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。								      
※畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。						   
※データ件数が少なく前年と大きく変動している地区があります。実際の賃借料を決める際は、周囲の収量や地域の
　実情、ほ場の条件等（未整理地、湿田、山間地等）に合わせて、貸出人と借受人で話し合いの上、決めてください。

田（水　稲）
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、栗原市農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（42）1239

事前予約のお願い！（申請・届出・相談など）
　総会開催時は担当者が不在となります。また、申請や
届出・相談（農地転用・権利移動、非農地証明など）の
お客様で窓口が混み合い、長時間お待ちいただくことが
あります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合支
所市民サービス課産業建設係に「事前予約」のうえ
ご来庁いただきますようご協力をお願いいたします。

１月 2 月 3 月

申 請 期 日 １0日（火） １０日（金） １０日（金）

総会開催日 ２７日（金） ２４日（金） ２８日（火） 農業委員会事務局　４２- １２３９
築 館 総 合 支 所　２２- １１１４
若 柳 総 合 支 所　３２- ２１２４
栗 駒 総 合 支 所　４５- ２１１４
高清水総合支 所　５８- ２１１３
一 迫 総 合 支 所　５２- ２１１４
瀬 峰 総 合 支 所　３８- ２１１４
鶯 沢 総 合 支 所　５５- ２１１４
金 成 総 合 支 所　４２- １１１４
志波姫総合支 所　２５- ３１１４
花 山 総 合 支 所　５６- ２１１４

令和4年度農業委員会総会開催予定日
※諸事情により、申請期日および総会開催日
が変更となる場合があります。

お問合せ先相談予約

女性農業者のための農家相談を開催します！
農業委員会の女性委員による女性農業者のための相談会を開催します。
農業はもちろん、暮らしのことなど、ふだん疑問に思っていること、悩んでいることを女性委員に
相談してみませんか？

１．日　　時

　　　　　　　　　※相談時間は、お一人 60分以内を予定しています。
２．場　　所　市役所金成分庁舎３階　304 会議室
３．相談内容　農業、農地のほか、疑問に思っていること、ふだん抱えている悩み事など
　　　　　　　※相談は無料です。
４．対　　象　栗原市内の農業に携わる女性の方（お一人でもグループでの相談も可）
５．相談予約　前日までに農業委員会事務局（℡ 42-1239）にお電話でご予約をお願いします。
　 ○ご予約の際は、ご希望の時間をお知らせ下さい。

○当日は、マスクの着用をお願いします。

開　催　日 時　　　　　　間

令和５年１月26日（木） 午前10時～ 午前11時～ 午後 1 時～ 午後２時～

農業委員会審議状況
農地法第３条

農地の
賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

空き家に付属
する農地の
指定申請

７月 20件（121,944.92㎡）1件  （372.00㎡）10件  （4,605.95㎡） 19件（164,003.00㎡） 0件     （0.00㎡）0件     （0.00㎡）

８月 11件  （39,995.00㎡）0件     （0.00㎡）13件  （9,084.14㎡） 18件（209,252.00㎡） 4件（2,803.00㎡）0件     （0.00㎡）

９月 9件  （96,180.00㎡）1件  （999.00㎡） 8件（10,992.00㎡） 14件（159,065.00㎡） 5件（5,256.00㎡）1件  （450.00㎡）

10月 6件  （13,379.00㎡）1件  （880.00㎡）11件（10,967.41㎡） 5件  （58,726.00㎡） 2件（1,222.00㎡）1件（2,009.00㎡）

11月 20件（131,315.41㎡）1件（7,451.00㎡） 7件  （5,973.00㎡） 26件（222,011.00㎡） 4件（3,323.00㎡）0件     （0.00㎡）
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239

　

栄
則
さ
ん
は
、
二
年
前
ま
で
市
内
の
企
業
に
お
勤
め

で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
来
農
業
に
対
す
る
情
熱
の
高
ま

り
や
、
地
域
で
の
稲
作
経
営
の
担
い
手
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
、
思
い
き
っ
て
農
業
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に

し
た
そ
う
で
す
。

　

農
業
者
年
金
の
加
入
は
、
農
業
を
な
り
わ
い
と
す
る

上
で
、
将
来
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
農
業
者
年
金
が
最

適
と
考
え
、
迷
わ
ず
加
入
し
た
そ
う
で
す
。「
昨
年
経

営
移
譲
も
す
ま
せ
、
社
会
保
険
料
控
除
に
も
な
り
ま
す

よ
ね
。」
と
、
あ
わ
せ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
水
稲
の
作
付
が
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、
地
域

か
ら
委
託
さ
れ
る
水
田
が
毎
年
増
え
続
け
て
お
り
、
も

う
少
し
規
模
拡
大
し
た
い
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
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者
年
金

  

　
　加
入
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業
者
年
金

  

　
　加
入
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農業者年金は、国民年金に上乗せできる
あなた自身の積立年金です

農業者のみなさんへ農業者のみなさんへ

PointPoint

1 全額社会保険料控除の対象!
支払った保険料は

PointPoint

2 運用益は非課税!

PointPoint

3 保険料を増額し、節税額をアップ!
農業経営の状況に応じて

詳しくは… 農業者年金基金 検索←https://www.nounen.go.jp



「田口酒店食堂」
☎080-5564-1665

〒989-4512　栗原市瀬峰下藤沢159-1

　昨年12月中旬に営業を再開した『田口酒店食堂』は、うどん屋からスタートした食
堂です。人気の日替わり定食は、肉と魚どちらかを選ぶことができ、みそ汁をうどんに
替えて頼む方も多いのだそう。豚ロースみそ漬け焼き、からあげ、金華サバもおすすめ
です。事前予約制のデザートは、かぼちゃ饅頭やチーズケーキ
などがあり、要望に応じて作ってもらえるのだとか。
　経営主の菅原博美さんは、お母さんと二人できりもりする
傍ら、学校地域コーディネーターや瀬峰での卓球指導など、
精力的に活動する地域の頼れる存在です。とても元気で明る
い人柄の菅原さんだからこそ、時にはお店を手伝いに友人が
駆けつけてくれるなど、自然と人が集まるのだと思いました。
　「駐車場は分かりにくいので、気軽に聞いてくださいね。」
とのこと。手作りのメニューと笑顔が印象的なお店に、ぜひ
足を運んでみてください。　　　 　（取材　大沢　純香委員）

おいしい
　お店 み～つけた!!

〈営業時間〉
営業時間　11：00～ 14：00
定 休 日　土・日・月（予約はご相談ください）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

くりはらし農業委員会だより 8

■2023（令和５）年１月１日発行　第51号　■発行／栗原市農業委員会　■編集／栗原市農業委員会だより編集委員会
〒989-5171 宮城県栗原市金成沢辺町沖200番地 ☎ 0228（42）1239 ファクス 0228（42）1249　電子メール nogyoiinkai@kuriharacity.jp

豊
か
な
自
然
の
中
で
農
業
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝

若
柳
上
畑
岡
地
区
　
　
　
　
　
　 

　

大
　
場
　
孝
太
郎
さ
ん

　

栗
原
で
生
ま
れ
育
ち
、
小
さ

い
頃
か
ら
周
り
に
は
田
ん
ぼ
や

自
然
が
あ
り
、
そ
の
中
で
遊
ぶ

の
が
幼
少
期
の
私
で
し
た
。
ま

た
、
父
が
米
農
家
で
、
仕
事
を

す
る
父
の
後
ろ
を
つ
い
て
い
き
、

機
械
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
農
業
が
好
き
だ
っ
た

私
で
す
が
、
学
生
時
代
に
進
路

で
悩
ん
だ
時
、
子
供
の
頃
か
ら

見
て
き
た
農
業
だ
か
ら
こ
そ
の

大
変
さ
と
都
会
へ
の
憧
れ
か
ら
、

農
業
と
田
舎
で
あ
る
栗
原
が
嫌

い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
農
業
研

修
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
自
分

で
作
物
を
栽
培
し
販
売
し
た
経

験
か
ら
、
改
め
て
農
業
の
楽
し

さ
に
気
付
き
日
本
へ
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
、
帰
っ
て
き
た

栗
原
の
景
色
は
、
以
前
と
は
全

く
違
っ
て
見
え
ま
し
た
。
豊
か

な
自
然
や
農
業
の
風
景
が
と
て

も
き
れ
い
で
、
こ
の
中
で

働
け
る
農
業
に
ま
す
ま
す

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

栗
原
の
魅
力
は
、
豊
か

な
自
然
と
農
業
が
マ
ッ
チ

し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
栗

原
で
農
業
と
い
う
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感

謝
し
て
い
ま
す
。

 　
（
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材 

鈴
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子
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皆
様
に
と
っ
て
、
昨
年
は
ど

ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
、
三
回
目
の
年
が
明
け
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
な
が
ら
も
、

い
つ
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

生
活
に
関
わ
る
全
て
の
物
が
値

上
げ
さ
れ
、
節
約
を
し
な
が
ら

の
日
常
、
家
計
を
預
か
る
主
婦

と
し
て
は
大
変
で
す
。
が
、
孫

に
お
ね
だ
り
さ
れ
た
時
は
別
で

す
。
値
段
も
見
ず
、
つ
い
財
布

の
紐
が
緩
み
ま
す
。
喜
ん
だ
顔

を
見
る
の
が
今
の
い
ち
ば
ん
の

楽
し
み
で
す
。

　

そ
の
孫
た
ち
が
将
来
農
業
後

継
者
と
な
る
ま
で
は
、
今
の
状

況
を
乗
り
切
り
、
担
い
手
と
な

る
若
者
を
支
え
、
農
業
を
し
や

す
い
環
境
を
作
る
の
が
我
々
農

業
委
員
会
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
委
員
一
丸
と
な
っ

て
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。

  　
　
　
（
熊
谷　

ゆ
り
委
員
）


